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ウシの受胎しやすい胚とは？ 
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【はじめに】 

いわゆる動物のお医者さんと認識されがちな獣医師の仕事は、家庭で⼈間と
⽣活を共にする⽝や猫など（伴侶動物）のケア、ウイルスや細菌、寄⽣⾍の引
き起こす感染症への対応、様々な種類の野⽣動物の⽣態調査、世界中で⾷され
る乳・⾁を⽣産する畜産のサポートなど、とても幅広く、すべての⽣物と⼈間
社会の関わりが対象となっています。今回はその中でも、畜産に関わるトピッ
クをご紹介します。 

世界中で⾷される⽜⾁や乳・乳製品を作るため、畜産現場では⽇々、ウシの
繁殖（⼦作り）が営まれています。ウシは主に⼈⼯授精によって⽣産されてい
ますが、最近では「胚移植」による⽣産が普及し、国内で年間５万頭程度（⼦
⽜全体の約10％）が胚移植によって産まれており、その割合は年を追うごとに
増加しています。胚移植とは、受精後7⽇⽬の胚（受精卵が細胞分裂を開始す
ると「胚」と呼ぶようになります）を排卵後7⽇⽬くらいのウシの⼦宮内に⼊
れる（移植する）ことで妊娠させる技術で、いわゆる「借り腹」による⼦⽜の
⽣産⽅法です。移植を実施する獣医師あるいは家畜⼈⼯授精師は、移植する胚
が受胎しそうな胚かどうかを顕微鏡で観察して判断し、受胎の⾒込める胚のみ
を移植します。今回は、この「受胎を⾒込める胚」の判断⽅法について、研究
中の新技術を交えて解説します。 

   
【胚移植について】 
 ウシはヒトと同じく⼀回の妊娠で単⼀の⼦を産む単胎動物で、受精してから
分娩するまでの妊娠期間は、これまたヒトと概ね同じく280〜290⽇です。その
ため、⼀頭の雌⽜は、⼀年に⼀頭の⼦⽜を産むことが精⼀杯の状態で、⽣涯に
⽣産できる⼦⽜は多くても10頭程度が限界です。雌⽜は、幼いときにその卵巣
に平均5万〜7.5万個の卵⼦の準備ができていると⾔われていますが（1）、⼈
⼯授精のみで⼦⽜を⽣産する場合、その多くが⼦⽜になることなく失われる運
命にあると⾔えます。このように、従来の⼈⼯授精（或いは交配）に限った繁
殖では失われてしまう卵⼦を⽤いて、特に家畜として優れた点（乳・⾁の量が
多い、良い⾁質など）の多い雌ウシの⼦⽜を⽣産することができれば、家畜と
して優れた⽜を効率よく⽣産できるので、畜産としての意義がとても⼤きいで
す（図1）。 

胚移植はそのために活⽤される技術で、1890年に英国の Walter Heape がウ



サギにおいて（２）、1951年に Willett らがウシにおいて世界で初めて成功し
ています（３）。移植する胚の⽣産⽅法は⼤きく分けて、体内胚⽣産と体外胚
⽣産の2通りがあります。体内胚⽣産は、供胚⽜（胚を⽣産する⽜）の体内に
おいて胚を⽣産する⽅法で、供胚⽜で⼈⼯的に排卵させ、受精してできた受精
卵（胚）を⼦宮から回収して得ます（図1）。 

体外胚⽣産では、⽣きた雌ウシの卵巣からエコーガイド下で吸引するか、開
腹⼿術或いは⾷⾁⽤に処理された⽜の卵巣から採取した卵⼦を体外で成熟、受
精させ、受精卵を発育させることで胚を得ます。得られた胚は、性周期を胚の
⽇齢（7⽇⽬）に合わせた受胚⽜（発情後7⽇⽬前後）に移植するか、凍結保存
されます（図1）。 

 

【新しい胚の評価⼿法について】 
 ⽇本国内におけるウシの胚移植における受胎率は、この30年間ほとんど変わ
っておらず、体内⽣産胚（凍結していない胚）では約50％、体外⽣産胚では約
40％で、改善の余地がある状態です。 

移植する胚は、通常は国際胚移植学会（International Embryo Technology 
Society; IETS）の指標画像を基準として、熟練の技術者の顕微鏡観察によりを
評価、選別されます。この⽅法は⻑らく変わっておらず、⼀定の客観性をもつ
ものの概ね主観的な判断⽅法です。我々の研究室では、光⼲渉断層像（optical 
coherence tomography; OCT）という画像描出⼿法を⽤いて、胚の選別⼿法の
客観化に取り組んでいます。OCT は⽣体を透過する⾮侵襲的な光を⽤いて数
百分の1ミリメートルレベルの⾼い分解能で3D画像を構築できるシステムです。 

このシステムによりウシ胚の３D画像を撮像し、胚を構成する内細胞塊、栄
養外胚葉などの構造や液の貯留する空隙（胞胚腔）（図2）について数値化し、
どういった胚の構造とその値が「受胎を⾒込める胚」の判断基準になりうるか
について追求しています。現在、３D構築像（図3）から、胚の内部の構造を
含めたいろいろな項⽬（⻑さ、厚さ、体積など）について数値化することがで
き、どういった項⽬が受胎と深く関わるかについて検討を進めています（４）。
これまでにわかっていた胚の⼤きさや直径だけでなく、栄養外胚葉や胞胚腔と
いった内部の構造に関わる項⽬も候補として挙がってきました（５）。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に： 
 本号では、ウシの胚移植に供する胚の新しい評価⼿法について紹介しました。
関連する新たな情報については、別の機会にご紹介します。 
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